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～作ったベンチを中学校に寄贈～
「しごと☆未来体験」



６月定例議会報告

　令和６年６月定例議会は６月７日（金）から20日（木）までの会期で開催された。
令和６年度一般会計補正予算、条例の一部改正、財産の処分について、追加議案で副町
長の選任についての４議案、請願１件、陳情２件、議員による発議案４件が審議された。

６月
定例議会

なんぶ議会だより　第 80号３ なんぶ議会だより　第 80号 ２

令和６年度 南部町一般会計補正予算主な事業
　歳入歳出の予算の総額に1億7789万円を追加し、総額を歳入歳出
それぞれ83億8465万円とする。

・所得制限を撤廃し、全員を本則給付とする。
・支払期限を高校生年代まで延長する。
・支払月を隔月（偶数月）の年6回とする。

定額減税補足給付金（調整給付）
新規事業　9691万円

物価高騰による負担緩和及びデフレ脱却の措置と
して、令和６年度分の所得税と個人住民税の減額
が行われる。

内 容

所得税３万円、個人住民税：１万円
定額減税可能額

定額減税の恩恵を受けられない方には、減税相当
額を支給する。

＜質疑＞給付措置はいつ頃か

＜回答＞6月下旬に対象者のリストアップをします。
8月上旬に対象者へ確認書を郵送しますし、
早くて9月上旬に給付予定です。

給付措置

予防接種事業（新型コロナワクチン）
2802万円増額　合計8537万円

対象は65歳以上の高齢者及び基礎疾患を有する
60～64歳までの者。
当初は標準的な「接種費費用」を一人当たり
7,000円で計上していたが、
接種費用が増加15,300円となった。
以外の者については、任意接種となり、時期を問
わず自費での接種となる。

内 容

町制施行20周年記念事業

町制施行20周年を迎え、記
念式典事業等を実施する。
＜質疑＞町民に寄り添う式典

とするべき。
＜回答＞今後、式典内容を精

査しながら対応する。

内 容

新規事業 797万円

児童手当

令和６年度12月支給分から実施される児童手当の拡充に伴い、
システム改修を行う。

内 容

298万円増額　合計1億5594万円

町長・町議会議員選挙費

今年10月に行われる、町長・
町議会議員選挙における投票
立会人について、オンライン
による立会を実施するための
必要経費を予算化する。

内 容

372千円増額　合計 1593万円

区分（拡充後）

0～3歳未満

3歳以上高校生終了前

0歳以上高校生終了前
（第3子以降）

児童1人当たり

15,000円

10,000円

30,000円

条例案の審査結果
南部町地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する
条例の一部改正について

「地域再生法」の規定により地方活力向上地域として指定された区域において、一定の要件を満た
した施設を設置した場合は「地域の振興を促進するための固定資産税の課税免除等に関する条例」
に基づき、固定資産税の課税免除又は不均一課税の適用を３年間継続する。

内 容

財産の処分について
新宮谷（法勝寺）で操業している株式会社ミヨシ
産業より町有地の売買の申し入れがあった。今後
も工業用地として利用するため町有地を売却する。
処分面積　171,011㎡
処分価格　  6630万円
相 手 方　㈱ミヨシ産業

追加議案

（任期）令和６年７月１日から３年間
（提案理由）土江前副町長の退任に伴い、選任の同意が提案される

副町長の選任
　宮永 二郎（58歳）

請願・陳情の審議結果

賛成多数で同意賛成多数で同意

全員一致で可決全員一致で可決

全員一致で可決全員一致で可決

陳情第2号　地方財政の充実・強化を求める陳情

2025政府予算また地方財政の検討にあたって、現行の地方一般財源水準を一歩踏みだし、地方財
政の充実を実現することを求める陳情。

内 容
（提出者）自治労鳥取県本部
　　　　　南部町職員労働組合

陳情第3号　豊かな学びの実現・教職員定数の、2025年度政府予算に係る
意見書採択の陳情について

学校現場では、貧困・いじめ・不登校・教職員の長時間労働など解決すべき
内 容

（提出者）鳥取県高等学校教職員組合
　　　　　鳥取県教職員組合西部支部

請願・陳情とは
住民の意見や要望を直接議会に反映させることができる権利です。要望があるときは、その内容を文書に
して議会に提出することができます。また、請願には、賛成する町議会議員1人以上の紹介が必要です。
議会の総意で採択されると、国、県、町等関係団体へ議会として、意見書（皆様の声）を提出します。

全員一致で可決全員一致で可決

10周年の時の写真
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所得税法第56条の廃止を求める請願
議員名（議席番号順）

令和６年６月定例議会一般質問ダイジェスト
質　問　事　項
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９
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1

2

3

1

2

議 員 名 発言時間

【質問の通告】
一般質問は、議案と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

まちの将来像の実現

アフターコロナ対策

イネカメムシ防除対策等

少子高齢化社会での集落機能の維持

町内の電波微弱地域の解消

なんぶSANチャンネルの仕事と役割

中山間地域への農業施策

農業施策・農家支援

交通安全対策

保育園の完全給食化

学校給食費無償化の実施

２０２５大阪・関西万博

保育園の民間移管の審査と説明のやり直しを求める

保育園建設用地の農振除外の手続きを問う

公民館活動

南部町の地域福祉推進計画

農業者支援

２０４０年及び２０５０年問題の対応

二酸化炭素排出実質ゼロ推進事業

あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

令
和
６
年
６
月
議
会
を
終
え
て

南
部
町
議
会
議
長

　景
山

　浩

白川　立真

三鴨　義文

仲田　司朗

板井　　隆

荊尾　芳之

亀尾　共三

真壁　容子

加藤　　学

細田　元教

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。なんぶ議会だより　第 80号５ なんぶ議会だより　第 80号 ４５

　
６
月
定
例
議
会
が
６
月
７
日
か
ら
20
日
ま
で

の
14
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般

会
計
補
正
予
算
や
条
例
改
正
な
ど
の
執
行
部
提

案
の
３
議
案
を
原
案
通
り
可
決
、
２
件
の
陳
情

を
採
択
、
請
願
１
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
に
追
加
案
件
と
し
て
提
出
さ
れ

た
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

新
た
に
副
町
長
と
な
ら
れ
た
宮
永
氏
に
は
、
ご

活
躍
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
議
会
の
一
般
質
問
で
も
、
当
町
の
人
口
減

少
問
題
に
つ
い
て
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
国
は
先
ご
ろ
発
表
し
た
自
治
体
戦
略
２

０
４
０
に
お
い
て
、
地
方
に
は
地
域
や
産
業
を

支
え
る
人
材
不
足
に
よ
る
未
曾
有
の
危
機
が

迫
っ
て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
今

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
社
会
変
化
に
私
た

ち
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
、
町
全
体
で

の
真
剣
な
議
論
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
暑
い
夏
に
な
り
そ
う
で
す
。
熱
中
症

や
集
中
豪
雨
へ
の
備
え
を
怠
ら
ず
、
元
気
で
安

全
に
こ
の
夏
を
乗
り
切
り
た
い
も
の
で
す
。

請願第2号　所得税法第56条の廃止を求める請願

この法律は、家族従業者の働き分を必要経費として認めていない。家族従事者の働き分は事業主の
所得とみなされ、家族従事者は労働基本権を奪われた状態になっている。よって、権利回復のため
に早急に所得税法56条は廃止されなければならない。

内 容

（提出者）民商鳥取県連婦人部協議会　（紹介議員） 加藤　学

請願・臨時議会報告

臨時議会報告（5月23日開会）

賛成少数で不採択賛成少数で不採択

討
論

反対 ・56条（白色申告）57条（青色申告）
は一対であり、56条のみの廃止は本末転

倒である。
・様々な意見があることから、議会として容易に廃止
意見をあげるべきか疑問に思う。

賛成 ・根本的な問題として56条があるため、
配偶者に対して問題があることが重要で

ある。
・半世紀以上このような状態にあるため、変えても
よいのではないかと思う。

　臨時議会は令和６年度一般会計補正予算他2件、専決処分４件、契約
の締結１件、他２件が審議された。

　歳入歳出の予算の総額に5376万円を追加し、総額を歳入歳出それ
ぞれ82億676万円とする。

二酸化炭素排出実質ゼロ推進事業
　国から重点加速化事業の採択を受けることとなったため、新規事業、現行補助単価
の増額改正を行う。但し、期間限定である。
詳しくは、担当　町民生活課まで、問い合わせください。

執行部が南部町議会へ上程する議案等を町ホームページで公開します。
広く町民皆さんへ情報を公開し、開かれた町政の推進を目的とします。
【公開対象】　議案書、予算書、報告案件
【公開方法】南部町ホームページの総務課ページから定例会、臨時会ごとに議案書、
予算書等を閲覧可能になります。
　□公開時期　議会初日の本会議開始時間より　

5376万円追加　合計7966万円

令和６年度　南部町一般会計補正予算（第１号）主な事業

議会における上程議案書等の町ホームページ公開について

再エネ設備の計画なら
今です!!

請願・臨時議会報告会報告

全員一致で可決全員一致で可決



第
２
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、

前
期
基
本
計
画
を
振
り
返
っ

た
時
、
課
題
等
か
ら
見
え
て
き
た
も

の
は
何
か
。

基
本
計
画
で
は
子
育
て
支
援

や
定
住
促
進
施
策
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化

の
進
行
を
緩
和
す
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
点
検
し
、

町
の
未
来
を
支
え
る
若
者
に
参
加
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
地

域
の
あ
り
方
を
創
造
し
、
よ
り
効
果

的
な
施
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

合
併
し
た
頃
の
高
齢
化
率
は

24
％
だ
っ
た
が
、
今
で
は

39
％
に
ま
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

20
年
後
の
町
の
姿
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
か
。

集
落
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の

在
り
方
を
整
理
し
、
地
域
の

担
い
手
で
あ
る
若
者
た
ち
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
生
き
残
る
集
落
も
あ
れ

ば
、そ
う
で
な
い
集
落
も
あ
る
と
思
う
。

　
若
者
た
ち
の
意
見
を
取
り
入
れ
る

仕
掛
け
が
重
要
で
あ
り
、
横
展
開
で

町
民
ど
う
し
が
結
び
つ
く
多
面
的
な

広
が
り
を
作
っ
て
行
く
こ
と
が
課
題

だ
と
思
う
。

少
子
化
に
つ
い
て
、
国
は
30

年
前
か
ら
危
機
と
と
ら
え
エ

ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
、
待
機
児
童
０
作
戦

な
ど
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き
た
。

し
か
し
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
低
下

す
る
ば
か
り
で
直
近
の
発
表
で
は
過

去
最
低
を
記
録
し
て
い
る
。

　
南
部
町
に
お
い
て
は
10
年
前
、
町

長
が
中
心
に
な
り
少
子
化
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
様
々
な
子

育
て
支
援
を
展
開
し
て
き
た
。
し
か

し
、
期
待
す
る
効
果
は
上
が
っ
て
い

な
い
。
こ
の
こ
と
を
ど
う
考
察
す
る

の
か
。

人
口
減
少
が
始
ま
っ
た
昭
和

30
年
代
、
当
時
は
人
口
が
増

加
し
て
い
く
ほ
う
が
脅
威
と
と
ら
え

て
い
た
。食
べ
る
も
の
が
な
く
な
り

食
糧
難
に
な
る
こ
と
を
重
点
課
題
と

と
ら
え
て
お
り
、「
ふ
た
り
っ
子
」
が

あ
た
り
ま
え
の
社
会
を
作
っ
て
き
た

と
思
う
。さ
ら
に
文
化
的
な
生
活
が

進
む
中
で
、医
療
の
進
歩
も
あ
り
、平

均
寿
命
が
伸
び
る
こ
と
で
高
齢
化
が

進
ん
で
き
た
。一
方
で
子
供
た
ち
が

減
っ
て
い
く
問
題
に
気
付
か
な
か
っ

た
と
思
う
。

　
理
想
社
会
に
近
づ
け
ば
少
子
化
傾

向
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
ア
セ
ア
ン

諸
国
で
も
お
こ
っ
て
い
る
。一
方
で

人
間
の
幸
福
度
と
出
生
率
は
相
関
関

係
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
南
部
町
で
は
25
歳
か
ら
34

歳
の
若
者
が
少
な
い
と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
る
。こ
の
世
代
に
ど
う
す
れ
ば

帰
っ
て
き
て
も
ら
え
る
の
か
が
課

題
だ
。

こ
れ
ま
で
の
施
策
は
対
症
療

法
の
よ
う
な
も
の
だ
。原
因

が
ど
こ
に
あ
る
か
探
究
が
必
要
で
は

な
い
か
。原

因
に
つ
い
て
は
、
つ
ま
り

※

フ
ァ
ク
タ
ー
Ｘ
は
非
常
に

重
要
だ
。私
は
、
寛
容
性
と
多
様
性
の

あ
る
地
域
社
会
を
ど
う
生
み
出
す
の

か
だ
と
考
え
て
い
る
。今
後
は
、
幸
福

度
を
高
め
る
政
策
や
風
土
を
つ
く
り

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※

フ
ァ
ク
タ
ー
Ｘ
と
は
何
ら
か
の
要
因

なんぶ議会だより　第 80号７ なんぶ議会だより　第 80号 ６

地
域
活
性
化

Ｑ 

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
対
策

Ａ 

地
域
住
民
と
更
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む

農
業
支
援

Ｑ 

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
防
除
補
助
金
は

Ａ 

補
助
金
の
考
え
方
、
補
助
制
度
を
見
直
す

三鴨義文 議員
みかも よしふみ

昨
年
の
５
月
８
日
に
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
感
染

症
に
移
行
さ
れ
て
か
ら
１
年
が
経
過

し
た
。

　
最
近
で
は
中
止
さ
れ
て
い
た
行
事

や
イ
ベ
ン
ト
が
工
夫
を
さ
れ
な
が
ら

再
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
３
年
半
の
規
制
制
限
で
、

失
わ
れ
た
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
や
、
ま
ち
の
元
気
の
復
活
に

つ
い
て
町
の
考
え
を
伺
う
。

地
域
活
性
化
の
た
め
に
は
、

地
域
づ
く
り
計
画
、
地
域
福

祉
推
進
計
画
、
地
域
防
災
計
画
な
ど

で
ま
と
め
た
地
域
の
課
題
を
、
町
の

行
政
職
員
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

集
落
支
援
員
ら
が
地
域
住
民
と
共
有

し
、
一
緒
に
な
っ
て
課
題
解
決
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
振
興
協
議
会
の
持
続
的
な
運

営
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
活
性
化
策
を
進
め
て
頂

け
る
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
配
置
で
、

後
継
者
不
足
、
担
い
手
不
足
を
補
い
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
通
じ
た
新

た
な
連
携
も
期
待
で
き
る
。

　
高
校
生
サ
ー
ク
ル
、
青
年
団
な
ど
、

人
づ
く
り
に
系
統
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
人
が
地
域
に

出
か
け
、
地
域
の
現
状
を
把
握
し
、

こ
れ
か
ら
の
対
策
を
練
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

昨
年
は
大
変
な
イ
ネ
カ
メ
ム

シ
被
害
が
発
生
し
、
今
年
度

は
防
除
対
策
に
対
し
て
町
も
補
助
金

を
交
付
す
る
こ
と
が
回
覧
で
広
報
さ

れ
た
。

米
生
産
農
家
か
ら
す
る
と
薬

剤
費
の
補
助
金
が
３
０
０
円

だ
け
と
の
声
が
あ
る
。
町
の
補
助
金

制
度
の
考
え
を
伺
う
。

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
防
除
10

ア
ー
ル
当
り
委
託
費
の

１
／
２
補
助
で
上
限
が
２
０
０
０
円
、

薬
剤
費
は
３
０
０
円
と
い
う
上
限
設

定
を
し
て
い
る
。

防
除
委
託
を
す
れ
ば
２
０

０
０
円
の
補
助
、
自
分
で
薬

剤
散
布
す
れ
ば
３
０
０
円
だ
け
と
い

う
の
は
不
合
理
な
考
え
方
だ
。

　
Ｊ
Ａ
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ド
ロ
ー

ン
等
の
防
除
委
託
料
10
ア
ー
ル
当
り

４
５
８
０
円
、
こ
の
う
ち
薬
剤
費
が

１
５
０
０
円
入
っ
て
い
る
。

　
自
分
で
散
布
さ
れ
る
薬
剤
は
色
々

種
類
が
あ
る
が
、
粒
剤
が
３
７
７
３

円
、
粉
剤
が
１
３
６
４
円
、
水
性
液

剤
が
５
９
０
円
だ
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
Ｊ
Ａ
に
委
託

す
る
と
補
助
金
を
引
い
て
も
自
己
負

担
が
２
７
４
０
円
、
自
分
で
散
布
す

る
に
も
水
性
液
剤
の
散
布
機
な
ど
無

い
わ
け
で
、
粉
剤
を
散
布
す
れ
ば
３

０
０
円
の
補
助
金
を
引
い
て
も
自
己

負
担
が
１
０
６
４
円
の
負
担
と
な
る
。

現
実
的
な
補
助
制
度
に
見
直
す
考
え

は
な
い
か
。

現
在
の
制
度
で
は
ド
ロ
ー
ン

散
布
を
前
提
と
し
て
、
水
和

剤
を
使
っ
た
場
合
で
、
農
家
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
個
人
散
布
も
考
慮
し
な
が
ら
、
補

助
制
度
を
見
直
し
た
い
。

三
鴨

町
長

町
長

町
長

三
鴨

三
鴨

ま
ち
の
将
来
像
の
実
現

Ｑ 

期
待
す
る
効
果
を
上
げ
る
に
は

Ａ 
寛
容
性
と
多
様
性
の
あ
る
社
会
に

白川立真 議員
しらかわ たつみ

白
川

白
川

町
長

町
長

町
長

町
長

白
川

白
川

背
景

背
景

一般質問

次世代を担う子どもたち
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農
業
施
策

Ｑ 

中
山
間
地
域
に
お
け
る
施
策
は

Ａ 

新
規
参
入
・
新
規
作
物
を
促
す

な
ん
ぶ
Ｓ
Ａ
Ｎ
チ
ャ
ン
ネ
ル

Ｑ 

仕
事
と
役
割
は

Ａ 

情
報
発
信
で
町
づ
く
り
に
参
画

板井　隆 議員
いたい たかし

南
部
町
農
業
経
営
基
盤
の
強

化
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な

構
想
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
中
山
間

地
域
の
水
田
農
業
に
関
し
て
は
、
米

に
代
わ
る
有
力
な
特
産
品
が
な
く
、

生
産
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
か

ら
耕
作
放
棄
地
が
増
加
す
る
現
状
に

あ
る
。

農
家
の
10
年
後
を
見
据
え
た

地
域
計
画
の
集
落
説
明
会
を

行
っ
て
い
る
。
住
民
の
反
応
と
現
状

に
つ
い
て
問
う
。

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

の
改
正
に
よ
っ
て
、
市
町
村

が
地
域
計
画
を
策
定
す
る
義
務
が
生

じ
、
農
業
者
の
利
用
意
向
な
ど
情
報

の
見
え
る
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
南
さ
い
は
く
地
域
を
中
心
に

説
明
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
現
状
、

農
業
者
の
高
齢
化
は
顕
著
で
あ
り
、

担
い
手
確
保
が
困
難
で
「
10
年
後
の

将
来
像
が
考
え
ら
れ
な
い
」「
計
画

策
定
が
で
き
な
い
」
と
の
意
見
が
大

半
で
あ
る
。
町
と
し
て
は
、
現
状
を

把
握
し
、
共
有
し
な
が
ら
、
効
果
的

な
新
規
参
入
、
新
規
作
物
等
へ
の
取

り
組
み
を
促
し
て
い
き
た
い
。

中
山
間
地
域
の
営
農
組
織
を

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

の
か
問
う
。

個
人
、
集
落
、
農
業
法
人
等
、

い
ず
れ
の
農
業
経
営
体
に
お

い
て
も
、
将
来
、
継
続
は
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
と
、
感
じ
て
る
。
集
落
営
農

や
法
人
化
等
に
よ
る
組
織
化
と
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
い
交
付
金
や
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
な
ど
を

積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
政

策
と
し
て
う
ま
く
支
援
を
し
て
い
き

た
い
。

町
長

町
民
へ
の
情
報
提
供
の
役
割

を
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
に

捉
え
、
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
か
問
う
。

町
民
へ
町
内
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
で
、
郷
土
に
誇
り
を

持
ち
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
あ
わ
せ
て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
と
し
て
、
歴
史
や
文
化
を
動

画
で
残
す
こ
と
も
重
要
な
役
割
で
あ

る
。

緊
急
時
や
災
害
時
の
役
割
に

つ
い
て
問
う
。

設
備
更
新
を
し
た
こ
と
で
、

注
意
報
や
警
報
等
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
情
報
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。災

害
時
に
お
け
る
現
在
の
設

置
場
所
は
安
全
と
は
言
え
な

い
。
安
全
な
場
所
へ
の
移
転
を
求
め

る
。

法
勝
寺
川
が
氾
濫
し
た
場
合

の
水
害
に
は
決
し
て
安
全
な

場
所
で
な
い

と
認
識
し
て

い
る
。
防
災

対
策
、
拠
点

整
備
と
併
せ

検
討
し
て
い

る
。

　
こ
れ
ま
で
も
運
営
、
機
械
導
入
等

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
最

大
の
目
的
は
、
耕
作
不
利
地
で
あ
る

中
山
間
を
守
る
唯
一
の
組
織
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
今
後
も
必
要
な
支

援
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

背
景

板
井

板
井

板
井

板
井

板
井

町
長

仲田司朗 議員
なかだ しろう

少
子
高
齢
化
社
会
対
策

Ｑ 

集
落
機
能
維
持
対
策
は

Ａ 
農
業
政
策
も
地
域
振
興
策
も
重
ね
て
維
持
し
て
い
き
た
い

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
の
発
表
に
よ
る
と
、

南
部
町
の
人
口
は
２
０
５
０
年
に
は

現
在
の
６
割
程
度
で
あ
る
６
３
７
８

人
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

集
落
に
老
老
介
護
や
独
居
の

高
齢
者
ば
か
り
の
集
落
が
多

く
な
り
農
作
業
が
思
う
よ
う
に
で
き

な
く
な
り
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て

く
る
。
こ
の
状
況
を
町
は
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
。

現
在
、
地
域
計
画
策
定
の
た

め
、
集
落
に
出
か
け
、
将
来

誰
が
農
業
を
継
続
さ
れ
る
の
か
、
営

農
を
継
続
さ
れ
な
い
農
地
は
誰
が

担
っ
て
い
く
か
な
ど
に
つ
い
て
、
話

し
合
い
を
持
っ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
将
来
自
作
さ
れ
ず
、

誰
が
担
い
手
に
な
る
の
か
不
明
確
な

状
況
に
あ
る
農
地
が
多
く
な
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　
地
域
の
方
々
や
農
業
担
い
手
の
皆

さ
ん
が
、
低
コ
ス
ト
、
低
労
力
で
農

業
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
農
業
基
盤

整
備
に
よ
る
農
地
の
大
区
画
化
や
ス

マ
ー
ト
農
機
の
導
入
支
援
、
日
本
型

直
接
支
払
交
付
金
の
活
用
、
有
害
鳥

獣
対
策
支
援
等
を
行
う
な
ど
、
営
農

継
続
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く

こ
と
が
使
命
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
、
県
と
協
調
し
、
移
住

定
住
施
策
を
促
進
し
、
新
規
就
農
者

を
確
保
・
支
援
し
農
業
に
関
わ
る
方

の
裾
野
を
広
げ
、
農
業
政
策
だ
け
で

な
く
、
地
域
振
興
策
も
重
ね
合
わ
せ

な
が
ら
、
集
落
機
能
維
持
、
継
続
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
内
で
は
、
い
ま
だ
に
電
波

微
弱
地
域
が
あ
り
、
地
域
に

よ
っ
て
は
電
波
が
入
ら
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
。
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

が
で
き
な
い
の
か
。

９
割
を
超
え
る
保
有
率
の
携

帯
電
話
の
ほ
と
ん
ど
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
中
山
間
地
で
は
地
形

的
要
因
等
に
よ
り
、
電
波
の
入
り
に

く
い
場
所
が
あ
る
。

　
現
在
４
つ
の
携
帯
電
話
事
業
者
が

あ
る
が
中
山
間
部
に
は
電
波
改
善
は

進
ん
で
い
な
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
中
心
に
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
あ
り
、
家
の
中
で
情
報

を
入
手
す
る
環
境
整
備
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
解
消
策
が
３
点
あ
る
。

①
地
方
自
治
体
が
事
業
主
体
と
し

て
、
携
帯
電
話
基
地
局
を
整
備
す
る

事
業
で
あ
る
が
維
持
管
理
費
が
理
由

で
事
業
が
進
ま
な
い
。

②
中
海
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
自
宅
に
小
型

携
帯
電
話
基
地
局
を
設
置
す
る
方

法
。

③
町
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備
し

た
の
で
光
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
Ｉ
Ｐ
電
話
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の

ア
プ
リ
に
よ
る
音
声
、
ビ
デ
オ
通
話

が
あ
る
。

　
今
後
も
、
携
帯
電
話
事
業
者
に
対

し
、
エ
リ
ア
拡
大
を
す
す
め
て
い
た

だ
く
よ
う
継
続
し
て
要
望
を
す
る
。

携
帯
電
話
の
不
感
地
域
は
あ

る
の
か
。

携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
が
１
社

も
提
供
さ
れ
て
い
な
い
集
落

は
二
枡
・
常
清
・
金
山
・
朝
金
・
縄

平
・
上
野
の
地
域
で
あ
り
国
の
方
に

報
告
し
て
い
る
。

電
波
微
弱
地
域
解
消

Ｑ 

解
消
が
で
き
な
い
の
か

Ａ 

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
て
解
消
を

仲
田

仲
田

仲
田

町
長

町
長

背
景

町
長

南
部
町
農
村
振
興
公
社
へ
の

支
援
拡
充
で
、
中
山
間
地
域

の
農
業
受
託
を
進
め
る
考
え
を
問
う
。

農
村
振
興
公
社
は
経
営
基
盤

や
担
い
手
不
足
に
あ
る
生
産

者
へ
の
作
業
委
託
を
請
け
負
っ
て

い
る
。

板
井

町
長

町
長

町
長

町
長

SANチャンネル外観

ろ
う
ろ
う
か
い
ご
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２
０
２
５
大
阪
・
関
西
万
博

Ｑ 

生
徒
の
参
加
は
控
え
る
べ
き

Ａ 

安
心
安
全
の
担
保
が
大
前
提

学
校
給
食
の
無
償
化

Ｑ 

完
全
無
償
化
の
実
施
を

Ａ 

国
の
施
策
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き

亀尾共三 議員
かめお きょうぞう

　
今
年
３
月
、
万
博
会
場
建

設
現
場
で
起
き
た
爆
発
火
災

事
故
の
原
因
と
な
っ
た
メ
タ
ン
ガ
ス

が
、
昨
年
夏
に
は
一
日
２
ト
ン
も
発

生
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

会
場
と
な
る
夢
洲
の
土
地
は
安
全
の

保
障
が
保
た
れ
る
状
況
で
は
な
い
。

学
校
行
事
と
し
て
の
子
ど
も
た
ち
の

参
加
は
控
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

万
博
へ
の
参
加
が
想
定
さ

れ
る
学
校
行
事
と
し
て
、

中
学
校
の
修
学
旅
行
が
考
え
ら
れ
る
。

万
博
は
、
複
数
の
国
が
参
加
し
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
学
び
の
多
い
場

と
な
る
面
も
あ
る
。
一
方
、
万
博
会

場
で
爆
発
事
故
が
あ
り
、
安
全
確
保

策
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

報
道
が
あ
っ
た
こ
と
も
承
知
し
て
い

る
。
修
学
旅
行
は
生
徒
の
安
心
安
全

確
保
が
最
優
先
な
の
で
、
現
時
点
だ

け
で
は
判
断
で
き
な
い
が
、
修
学
旅

行
へ
の
万
博
の
組
み
入
れ
の
可
能
性

が
出
て
き
た
際
に
は
、
情
報
を
得
た

う
え
で
、
各
校
の
自
主
的
な
教
育
活

動
を
支
援
し
た
い
。

万
博
会
場
で
災
害
が
起
き
た

場
合
、
多
く
の
人
が
帰
宅
困

難
に
な
る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
そ

う
い
う
中
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確

保
を
考
え
る
と
参
加
は
控
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

万
博
会
場
に
行
く
道
は
あ

ま
り
多
く
な
い
こ
と
や
ト

ン
ネ
ル
通
過
な
ど
避
難
ル
ー
ト
の
問

題
、
広
範
な
会
場
で
の
子
ど
も
た
ち

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
確
か
に
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
安
心
安
全

の
担
保
が
大
前
提
に
な
る
と
思
う
。

今
年
度
か
ら
第
３
子
か
ら
全

額
町
負
担
と
な
っ
た
。
該
当

児
童
数
と
費
用
は
。

対
象
者
は
小
学
生
42
人
、

中
学
生
２
人
の
44
人
、
町

負
担
は
、
約
２
１
４
万
円
に
な
る
。

就
学
援
助
対
象
児
童
数
は
。

現
在
、
町
全
体
で
１
１
７

人
、
16
・
０
％
だ
。

完
全
無
償
化
す
る
と
町
負
担

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

小
学
校
で
約
２
７
０
０
万

円
、
中
学
校
で
約
１
７
０

０
万
円
で
、
合
計
約
４
４
０
０
万
円

に
な
る
。
就
学
援
助
世
帯
に
つ
い
て

は
、
給
食
費
は
全
額
町
負
担
に
な
っ

て
い
る
。実

施
し
な
い
理
由
は
何
か
。

完
全
給
食
無
償
化
の
実
施
を

求
め
る
。

理
由
の
根
本
は
、
学
校
給

食
法
で
学
校
給
食
の
実
施

に
必
要
な
施
設
・
設
備
運
営
費
以
外

の
経
費
は
保
護
者
負
担
と
す
る
こ
と

と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

学
校
給
食
の
無
償
化
は
自
治
体
が
競

い
合
う
の
で
は
な
く
、
国
の
施
策
と

し
て
行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

亀
尾

亀
尾

亀
尾

亀
尾

亀
尾

亀
尾

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

保
育
園
の
完
全
給
食
化

Ｑ 

町
産
米
の
無
償
供
与
を

Ａ 

順
次
整
備
し
て
い
く

現
在
、
３
歳
児
以
上
の
園
児

は
主
食
を
持
参
し
て
い
る
。

保
護
者
か
ら
は
温
か
い
ご
飯
を
食
べ

さ
せ
て
や
り
た
い
と
の
声
を
聴
く
。

町
産
米
を
給
食
と
し
て
無
償
供
与
す

る
こ
と
を
求
め
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

こ
れ
ま
で
一
斉
に
実
施
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
見
送
っ

て
き
た
経
過
が
あ
る
。
保
育
園
統
合

の
機
会
を
米
飯
給
食
の
導
入
の
機
会

に
し
な
が
ら
、
順
次
整
備
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

亀
尾

農
業
施
策
・
農
家
支
援

Ｑ 

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
防
除
支
援
は

Ａ 
防
除
費
用
を
補
助
対
象
と
し
1
／
2
を
支
援
す
る

荊尾芳之 議員
かたらお よしゆき

南
部
町
の
主
産
業
で
あ
る
農

業
、
農
家
を
守
る
施
策
が
必

要
だ
。
し
か
し
、
高
温
障
害
や
イ
ネ

カ
メ
ム
シ
被
害
な
ど
農
家
を
取
り
巻

く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
そ
こ
で
農
家
を
守
る
施
策
で
あ

る
中
山
間
地
直
接
支
払
制
度
に
つ
い

て
、
本
年
が
５
期
目
の
最
終
年
だ
が
、

今
後
の
見
込
み
は
ど
う
か
町
長
に
問

う
。

日
本
型
直
接
支
払
交
付
金
は
、

平
成
27
年
４
月
か
ら
農
業
が

有
す
る
多
面
的
機
能
の
促
進
に
関
す

る
法
律
に
位
置
付
け
ら
れ
た
制
度
で

あ
る
。
農
家
は
今
後
と
も
安
心
し
て

取
り
組
ん
で
欲
し
い
。
現
在
、
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
の
検
証
、
見
直

し
が
令
和
６
年
度
へ
後
ろ
倒
し
と

な
っ
た
た
め
、
こ
の
直
接
支
払
制
度

も
令
和
７
年
度
以
降
に
ず
れ
こ
ん
だ
。

町
は
引
き
続
き
、
集
落
協
定
、
さ
ら

に
は
活
動
組
織
の
取
組
を
積
極
的
に

支
援
す
る
。

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
防
除
対
策
、

防
除
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

昨
年
の
夏
以
降
、
対
策
会
議

を
重
ね
、
水
稲
の
出
穂
期
に

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
防
除
を
行
う
の
が

適
期
と
し
対
策
を
進
め
て
い
る
。
防

除
支
援
は
、
基
盤
と
な
る
防
除
機
械

の
導
入
と
防
除
費
用
に
対
す
る
支
援

を
補
助
事
業
と
し
て
行
う
。
防
除
機

械
の
導
入
は
、
受
託
を
請
け
負
う
こ

と
の
で
き
る
規
模
の
機
械
を
対
象
と

し
、
具
体
的
に
は
ド
ロ
ー
ン
の
導
入

支
援
を
予
定
し
て
い
る
。
基
本
的
に

は
、
防
除
費
用
の
上
限
を
設
定
し
、

委
託
と
薬
剤
購
入
の
費
用
の
２
分
の

１
を
助
成
す
る
。

荊
尾

報
道
に
よ
る
と
、
高
齢
者
が

交
通
事
故
の
被
害
者
や
加
害

者
に
な
る
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
。
コ
ロ

ナ
明
け
後
に
住
民
の
移
動
が
活
発
に

な
り
交
通
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
た
め
に
、
横
断
歩
道
の
ル
ー
ル

の
徹
底
等
町
の
交
通
安
全
対
策
の
取

組
を
問
う
。

子
ど
も
へ
の
交
通
安
全
対
策

は
、
町
が
委
嘱
し
て
い
る
交

通
安
全
指
導
員
や
警
察
官
と
連
携
し
、

交
通
安
全
教
室
や
自
転
車
教
室
を
実

施
し
横
断
歩
道
の
渡
り
方
な
ど
の
指

導
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
百

歳
体
操
の
時
に
駐
在
所
員
と
一
緒
に

集
落
に
行
き
、
交
通
安
全
の
啓
発
を

実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
、
早
め
の
免
許
返
納

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
今
年
度
は
、

運
転
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
を
県
か
ら

借
り
て
協
議
会
単
位
で
啓
発
を
行
う

　

予
定
だ
。夜

間
の
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
、
道
路
照
明
や
防
犯

灯
の
適
正
な
設
置
を
行
い
、
事
故
防

止
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
。
町
長
の

考
え
を
問
う
。

夕
暮
れ
時
に
は
交
通
事
故
が

発
生
す
る
危
険
性
が
高
ま
る
。

防
災
無
線
で
、
自
転
車
に
乗
ら
れ
る

方
に
は
自
分
の
存
在
を
周
囲
に
知
ら

せ
る
よ
う
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を

呼
び
か
け
る
。
ま
た
、
歩
行
者
に
は

反
射
材
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
と
て

も
有
効
で
あ
る
点
を
広
報
す
る
。

　
道
路
照
明
は
夜
間
に
道
路
状
況
や

交
通
の
状
況
を
安
全
に
視
認
で
き
る

よ
う
設
置
基
準
に
基
づ
い
て
設
置
し

て
い
る
。
ま
た
、
防
犯
灯
の
新
設
は
、

必
要
性
を
判
断
し
、
重
要
度
の
高
い

箇
所
か
ら
優
先
的
に
設
置
す
る
。

交
通
安
全
対
策

Ｑ 

夜
間
の
安
全
の
た
め
道
路
照
明
の
設
置
は

Ａ 

道
路
照
明
は
設
置
基
準
に
基
づ
い
て
設
置
す
る

町
長

町
長

町
長

町
長

荊
尾

荊
尾

荊
尾

町
長
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保
育
園
民
間
移
管

Ｑ 

民
間
移
管
の
理
由
と
な
っ
た
金
額
の
根
拠
は

Ａ 
間
違
い
で
は
な
い
が
そ
れ
が
す
べ
て
だ
と
い
う
気
は
な
い

南
部
町
は
、
総
合
保
育
園
の

地
方
交
付
金
に
つ
い
て
公
設

民
営
の
場
合
、
１
億
２
３
０
０
万
円

と
試
算
し
、
そ
れ
を
最
大
の
理
由
と

し
て
民
間
移
管
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
国
、
県
は
配
分
さ
れ
て
い
る
と

い
っ
て
い
る
の
が
入
っ
て
い
な
い
と

主
張
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
に
対
し

交
付
税
の
算
定
見
直
し
を
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
態
だ
。

令
和
４
年
度
の
普
通
交
付
税

額
と
そ
の
根
拠
と
な
る
社
会

福
祉
費
の
基
準
財
政
需
要
額
は
い
く

ら
か
。

普
通
交
付
税
は
31
億
４
４
１

７
万
１
千
円
、
社
会
福
祉
費

の
基
準
財
政
需
要
額
は
、
５
億
５
６

４
６
万
５
千
円
だ
。

保
育
園
に
１
億
２
３
０
０
万

円
し
か
算
定
さ
れ
て
い
な
い

と
す
る
と
、
社
会
福
祉
費
の
需
要
額

約
５
億
５
千
万
円
は
ど
こ
か
ら
算
定

さ
れ
た
と
考
え
る
か
。

町
が
試
算
し
た
１
億
２
３
０

０
万
円
は
保
育
園
に
係
る
需

要
額
を
計
算
し
た
も
の
で
５
億
５
６

０
０
万
円
の
内
訳
を
算
定
す
る
た
め

に
試
算
し
た
も
の
で
は
な
い
。
比
較

す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

町
が
行
財
政
審
議
会
や
議

会
、
住
民
説
明
会
で
説
明
し

て
い
る
１
億
２
３
０
０
万
円
の
算
定

の
考
え
方
は
。

こ
の
額
は
、
行
財
政
審
議
会

に
提
出
し
た
も
の
が
基
に

な
っ
て
い
る
。
財
源
に
つ
い
て
は
仮

定
の
数
字
と
し
て
作
成
し
て
い
る
。

町
長
は
「
交
付
税
は
い
く
ら

き
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
い
な
が
ら
、
出
し
て
き
た
の
が

１
億
２
３
０
０
万
円
だ
。

　
こ
の
根
拠
が
な
り
た
た
な
い
な

ら
、
民
間
移
管
の
根
底
が
崩
れ
る
と

い
う
認
識
は
あ
る
か
。

１
億
２
３
０
０
万
円
は
、
国

の
標
準
様
式
で
保
育
に
関
す

る
も
の
を
抽
出
し
て
算
定
し
た
と
聞

い
て
い
る
。
誤
り
で
は
な
い
が
そ
れ

が
す
べ
て
だ
と
い
う
気
は
な
い
。

そ
れ
が
基
で
公
立
・
私
立
で
、

年
間
８
６
３
０
万
円
、
15
年

間
で
７
億
９
５
０
０
万
円
も
違
う

と
、
民
間
に
す
る
方
が
有
利
だ
と

い
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
こ
の
金

額
が
い
か
に
お
か
し
い
か
、
国
の
示

す
、
保
育
園
の
公
定
価
格
は
い
く
ら

か
課
長
が
示
し
た
数
字
が
あ
る
。
令

和
４
年
分
で
、
２
億
５
８
５
７
万
円

で
間
違
い
な
い
か
。

令
和
４
年
４
月
１
日
段
階
の

入
所
数
で
厚
労
省
が
示
し
た

公
定
価
格
試
算
表
で
試
算
を
し
た
金

額
だ
。

国
・
県
が
相
当
分
出
し
て
い

る
と
い
う
の
は
こ
の
金
額
と

理
解
す
る
の
が
当
然
だ
。
こ
れ
か
ら

見
る
と
１
億
２
３
０
０
万
円
と
い
う

の
は
、
半
分
に
満
た
な
い
。
こ
の
根

拠
を
示
す
べ
き
だ
。

基
準
財
政
需
要
額
を
算
出
す

る
際
の
国
が
決
め
た
単
位
費

用
２
万
７
７
０
０
円
を
８
６
０
０
円

と
し
、
補
正
係
数
も
１
．
９
４
６
を
、

１
．
３
９
５
と
し
て
計
算
し
た
。

町
長

町
長

町
長

真
壁

真
壁

真
壁

真
壁

真
壁

真
壁

真壁容子 議員
まかべ ようこ

４
年
前
、
旧
会
見
町
を
全
戸

訪
問
し
た
際
、
多
く
の
人
か

ら
「
西
伯
の
方
に
は
色
々
な
建
物
が

建
つ
が
会
見
の
方
に
は
何
も
な
い
。

会
見
の
方
に
も
建
物
を
建
て
て
欲
し

い
」
と
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

天
万
庁
舎
の
中
で
公
民
館
部

分
は
ど
こ
か
。

２
階
会
議
室
A
B
、
和
室
。

３
階
会
議
室
A
B
、
控
室

ま
ん
て
ん
ホ
ー
ル
。

旧
会
見
地
区
に
公
民
館
施
設

が
必
要
で
は
な
い
か
。

天
万
庁
舎
の
一
部
は
公
民

館
の
機
能
を
果
た
す
施
設

で
あ
る
。
新
た
な
施
設
の
建
設
は
検

討
し
て
い
な
い
。

　

旧
会
見
と
旧
西
伯
で
格
差
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

格
差
を
な
く
す
の
に
旧
会
見
に
公
民

館
の
よ
う
な
施
設
が
必
要
で
は
な
い

か
。

ぼ
ん
や
り
と
ニ
ュ
ア
ン
ス
は

分
か
る
。

公
民
館
施
設
と
言
っ
た
が
、

旧
会
見
で
必
要
な
の
は
自
由

に
人
が
集
ま
れ
る
施
設
だ
。
旧
会
見

に
は
「
て
ま
里
」、「
え
ん
が
ー
の
」、

「
い
こ
い
荘
」
が
あ
る
が
ど
れ
も
使

い
勝
手
が
悪
く
、
ス
ペ
ー
ス
も
中
途

半
端
だ
。
天
万
庁
舎
の
２
，
３
階
は

自
由
に
人
が
集
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
な
い
。
だ
か
ら
公
民
館
に
類
す

る
施
設
が
必
要
で
は
な
い
か
。

気
持
ち
は
も
の
す
ご
く
わ
か

る
。

　
住
民
の
要
望
全
て
に
応
え
ら
れ
な

い
こ
と
が
理
由
だ
と
思
う
。

子
ど
も
が
自
由
に
遊
べ
る
屋

内
施
設
も
必
要
で
は
な
い
か
。

子
供
が
ど
こ
で
遊
ん
で
い
る
の
か
、

天
萬
庁
舎
に
い
る
職
員
の
人
が
ご
存

知
だ
と
思
う
が
、
天
萬
庁
舎
１
階
の

自
動
販
売
機
コ
ー
ナ
ー
や
、
天
萬
庁

舎
の
植
え
込
み
で
遊
ん
で
い
る
。

必
要
か
ど
う
か
は
教
育
委
員

会
が
検
討
し
な
が
ら
、
年
次

計
画
で
や
っ
て
い
け
ば
良
い
。

小
学
生
も
中
学
生
も
行
き
場

が
な
い
か
ら
、
天
萬
庁
舎
の

自
動
販
売
機
の
と
こ
ろ
や
植
え
込
み

の
中
で
遊
ん
で
い
る
の
だ
。
何
か
が

必
要
だ
と
は
思
わ
な
い
か
。

行
き
場
が
な
く
て
、
そ
の
よ

う
な
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
良
い
方
向
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

天
万
庁
舎
の
１
階
の
自
動
販

売
機
の
前
は
と
り
わ
け
良
い

照
明
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
学
習
ス

ペ
ー
ス
と
呼
べ
る
も
の
で
は
な
い
。

３
階
ホ
ー
ル
の
前
の
ス

ペ
ー
ス
を
小
中
学
生
が
自

習
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使
っ
て
い
る
。

あ
そ
こ
は
学
習
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

学
習
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
な
い
か
。

学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
子

ど
も
の
居
場
所
が
必
要
で
あ

る
と
議
論
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
余
地

は
あ
る
。

町
長

町
長

町
長

町
長

加
藤

加
藤

加
藤

加
藤

加
藤

加
藤

加
藤

町
長

加
藤

公
民
館
施
設

Ｑ 

旧
会
見
地
区
に
公
民
館
施
設
が
必
要
で
は
な
い
か

Ａ 

新
た
な
施
設
は
検
討
し
な
い

加藤　学 議員
かとう まなぶ

背
景

背
景

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町
長

町
長

町
長

天萬庁舎１F天萬庁舎３F
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２
０
４
０
年
・
２
０
５
０
年
問
題

Ｑ 

今
ま
で
の
事
業
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

Ａ 

未
来
に
関
わ
る
仕
事
の
た
め
再
度
町
長
選
に
挑
む

２
０
４
０
年
・
２
０
５
０
年

問
題
に
つ
い
て
は
、
国
、
県

の
施
策
、
制
度
が
多
々
あ
る
が
、
南

部
町
独
自
の
ロ
ー
カ
ル
メ
ニ
ュ
ー
が

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

２
０
４
０
年
及
び
２
０
５
０

年
問
題
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

南
部
町
独
自
の
施
策
を
作
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
な
が
ら
若

手
職
員
を
中
心
と
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
を
結
成
し
、
新
し
い
施
策
を

導
い
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
。

そ
う
な
れ
ば
、
町
民
の
生
活

に
影
響
を
及
ぼ
す
と
思
う
が
、

そ
れ
に
対
す
る
施
策
を
問
う
。

人
口
減
に
対
す
る
町
民
の
影

響
に
つ
い
て
は
、
交
通
手
段

の
確
保
、
生
活
を
支
え
る
ス
ー
パ
ー

や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
医
療
等
事

業
継
続
の
問
題
が
出
る
と
予
想
さ
れ

る
た
め
、
そ
の
対
応
に
努
め
る
。

特
に
人
口
減
少
の
時
代
に

な
っ
た
と
き
、
町
内
の
公
共

施
設
、
水
道
、
下
水
道
に
対
す
る
施

策
は
。

ど
の
よ
う
な
施
策
が
考
え
ら

れ
る
の
か
、
若
手
職
員
の
Ｄ

Ｘ
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
が
こ
の
難
局

に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
。
交
通
手
段

の
確
保
の
問
題
に
対
し
て
は
、
運
行

管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
善
や
乗
降
場
所

の
増
設
な
ど
公
共
交
通
体
系
の
整
備

を
進
め
る
。
買
い
物
環
境
事
業
継
続

に
つ
い
て
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
さ
ら
な
る
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

　
各
公
共
施
設
及
び
水
道
、
下
水
道

に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
今
後

予
想
さ
れ
る
人
口
減
少
に
よ
る
収
入

減
、
施
設
の
老
朽
化
、
燃
料
等
の
高

騰
に
よ
る
影
響
で
厳
し
い
財
政
運
営

が
予
想
さ
れ
る
中
、
限
ら
れ
た
財
源

と
現
在
の
資
源
を
活
用
し
、
今
年
度

か
ら
公
共
施
設
等
の
在
り
方
に
つ
い

て
具
体
的
に
検
討
す
る
。
一
方
で
は
、

統
合
ま
た
は
廃
止
と
し
た
施
設
に
つ

い
て
は
、
地
域
住
民
の
意
思
を
聞
き

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

今
ま
で
の
事
業
を
継
続
し
実

現
す
る
た
め
に
は
次
期
町
長

選
に
出
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長
の
業
務
は
南
部
町
の
現

在
と
未
来
に
関
わ
り
、
そ
の

先
頭
に
立
つ
仕
事
で
あ
る
。
統
合
保

育
園
事
業
、
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
事
業

な
ど
、
未
来
を
決
め
る
重
要
案
件
が

緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
来
る

10
月
の
町
長
選
挙
に
出
馬
し
町
民
の

支
持
を
い
た
だ
き
、
全
力
で
南
部
町

の
現
在
と
未
来
に
関
わ
り
た
い
。

町
長

細
田

細
田

細田元教 議員
ほそだ もとのり

町
長

町
長

細
田

町
長

細
田

４月

月

月

火

月

月

水
木

1

8

9

15

22

24
25

日 曜日 会議･行事

介護医療院さくら開所式
法勝寺温泉別館開所式
広報常任委員会②
議会全員協議会
町内小学校入学式
町内中学校入学式
広報常任委員会③
広報常任委員会④
日本海政経懇話会４月例会
議会全員協議会
南部町人権会議総会

６月

火
水

金

月
火

水

木
金

月

火

水

木

月～水

4
5

7

10
11

12

13
14

17

18

19

20

24～26

日 曜日 会議･行事

交通安全協会米子地区協会南部町支部委員会（総会）
米子消防署南部出張所完成内覧会
定例議会　議会運営委員会
　　　　　議会全員協議会
　　　　　本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
　　　　　常任委員会
定例議会　常任委員会
鳥取県西部森林組合通常総代会
議会改革調査特別委員会
定例議会　議会全員協議会
　　　　　常任委員会
定例議会　常任委員会
　　　　　議会全員協議会
定例議会　議会運営委員会
　　　　　議会全員協議会
定例議会　本会議
広報常任委員会①
西部町村議会議長会行政調査

議会活動日誌

５月

月

金

土
月
火～水

木

金

土
月
火

水

金

13

17

18
20
21～22

23

24

25
27
28

29

31

日 曜日 会議･行事
西部町村議会議長会連絡会議
中国横断新幹線（伯備新幹線）整備推進会議総会
町村議会議長会監査会
町村議会議長会役員会
関東なんぶ会講演会・懇親会
議会運営委員会
全国町村議会議長・副議長研修会
議会全員協議会
臨時議会
南部町商工会通常総会
西部広域ごみ処理施設等調査特別委員会
日野川総合水防演習
なんぶSANチャンネル通常総会
議会全員協議会
南部箕蚊屋広域連合議会臨時会
中国横断自動車道岡山米子線（蒜山 IC～境港間）
整備促進期成同盟会総会
南部広域シルバー人材センター定時総会
西部広域行政管理組合議会５月臨時会

法勝寺中学校2年生『しごと☆未来体験』

～ベンチのDIY作業（表紙の説明）～

この体験で心がけていることは？
メリハリをつけて作業する。

作業をしてみて感じたことは？
スピードより丁寧な作業が大事だと思った。

この作業を通じて生徒に伝えたいことは？
まず初めに「来客者などには挨拶をしてください。」と伝えました。仕事でもプラ
イベートでも基本的で大事なことですから。
今の生活の中で木と触れ合うことが少なくなっています。自然あふれる南部町です
が、生活の中で木を活用できることを知っていただけると嬉しいですね。



７．環境対策の抜本的な充実
再エネ設備導入を促進するため、補助制度の見直しを求める。また、町の施設において再生エネルギー自
給率を高めることを求める。　
新たな補助制度については、国等の補助金の活用を予定している。予算化については補助金採択後を考え
ている。

ごみの減量化について、温暖化対策の意義を町民へ啓発し、一段と踏み込んだ減量化の促進を求める。
フードロス発生抑制など家庭でできる取り組みを積極的にPRし、ごみ減量化が温暖化防止につながる事
を周知していく。

８．中学校制服、学校給食費の負担軽減
中学校制服は指定服であることを踏まえ、令和７年度以降も補助の継続を求める。
入学時は一時的に支出が増えることを踏まえ、より充実した保護者負担軽減策を検討していく。

給食費のさらなる軽減、特に多子世帯については抜本的な負担軽減を求める。
物価高騰などによる値上げ分は引き続き町負担とする。また、小中学校に同時に３人以上在籍する第３子
以降の負担軽減を行う。

９．健康診査
婦人科（子宮がん、乳がん）のがん検診受診率が低い、早期発見の点からさらなる啓発を求める。
HPV検査の実施方法を見直すとともに、休日に行うレディース検診を増やしていきたい。

糖尿病と高血圧症の早期発見と予防に努めることを求める。
引き続き受診勧奨を行っていく。さらに生活習慣の見直しの点から減塩の取り組みや健康教室などに力を
入れていく。

６．保育園の運営
子どもたちの個性や成長に合わせてクオリティーの高い保育をめざ
してほしい。また、職員の確保や待遇改善を求める。
毎月、幼児教育保育専門員も加わる園長会を実施し、現状確認や情
報共有を図りながら保育の質の向上に努めている。また、保育士に
ついては、低年齢での入所に対応した適正な数の保育士確保に努め
ていく。

Q

Q

A

A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

令和６年度 町政に対する要望事項の回答

なんぶ議会だより　第 80号17 なんぶ議会だより　第 80号 16

２．農業対策
イネカメムシ防除対策について課題解決を求める。
関係機関と一体となって取り組み、そのために必要な予算等も確保していく。

Q
A

３．公共施設の整理をされたい
緑水湖の湖面利用（ボート）は、結論をいつ出すのか求める。
令和６年度中に施設の方向性についてお示しできるよう結論を出したい。

Q
A

４．町道対策
除雪体制の強化を求める。
随時除雪作業を実施するよう努める。

町道管理について、危険木や障害木などの樹木の伐採を行い、安全確保を求める。
集落内の生活道路沿線の伐採については、「南部町生活道路改善支援事業」が活用できる。

Q
A

Q
A

５．人権対策のさらなる強化
就学援助や奨学金制度の拡充を求める。
就学援助制度については、現状の援助に加え中学校入校時の負担軽減策を考えている。また、進学奨励金
支給事業については、さらなる事業周知に努めていく。

ジェンダー格差などの相談体制を整えることを求める。
人権教育啓発専門員を配置し直接対応できるようにしている。当該体制を活用してもらうために広く周知
していく。

Q
A

Q
A

１．人口減少対策、少子化対策
具体的な目標（数値）を掲げてどういう施策を実施していくのかを求める。
企業誘致のほか、しごとコンビニを実施し働き方改革や業務改善つながるような支援に向けて動いていく。

県道や集落間の除草作業の早急な対策を求める。
集落内の環境美化や農地管理を目的とした草刈り作業に引き続きご協力をいただきつつ、どのような支援
等ができるか検討。

Q

Q

A

A
１歳児クラスの元気な子どもたち

町政に対する要望事項
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　　　岡村泰雅さんは幼稚園の頃は体が弱かった。
体を強くして礼儀作法を習うためには武道をと考
えた母親の憂紀さんが極真館空手を思い付いたの
が発端だったそうです。

極真館空手を始めたのは
秋にルーマニアで開催されるヨーロッパ
大会に向けて稽古を頑張っています。

ヨーロッパ大会ではからだの大きな選手がた
くさん参加するのでカウンターをもっと練習
して、強い選手にも勝ちたいです。

これからの目標はQ

A

極真空手は直接相手を攻撃するので
「痛い」です。

　だからこそ、どう動けば相手の攻撃をもら
わずに、自分の攻撃を相手に入れるかを考え
ます。これらを考えながら日々稽古をするの
が楽しいです。

極真空手の魅力とは何ですかQ

A

・南部中学校３年生
・極真館山陰支部米子本部道場　１級
・ワールド極真館 空手チャンピオンシップ「カザフスタン
　大会」　準優勝
・８月に韓国で開催される国際大会に出場予定
・今秋、ルーマニアで開催されるヨーロッパ大会に出場予定

岡村 泰雅 さん
たいがおかむら

大会直前に骨折してしまい万全な状態で臨
めなかったことが残念でしたが多くの人に

助けていただき準優勝することができました。
　ケガをしたからこそ周りの方々への感謝の
気持ちを一層深めることができました。

世界大会に出場して感じたことはQ

A

　
今
年
の
10
月
に
南
部
町
で
は
町

長
選
挙
と
町
議
会
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
次
の
９
月
議
会
の
議
会
だ
よ
り

は
恒
例
と
し
て
、
新
し
い
広
報
常

任
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
作
る
こ

と
に
な
り
、
今
の
メ
ン
バ
ー
で
作

る
の
は
こ
れ
が
最
後
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
発
行
が
い
つ
も
よ
り
一
月

遅
く
な
り
ま
す
。

　
次
の
号
か
ら
新
し
い
メ
ン
バ
ー

で
作
る
議
会
だ
よ
り
を
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

あ
と
が
き

広
報
常
任
委
員
会

　委
員
長

　
　
　
　加
藤

　
　学

　副
委
員
長

　
　
　﨏
田

　光
雄

　委

　員

　
　
　
　景
山

　
　浩

　
　
　
　
　
　
　
　板
井

　
　隆

　
　
　
　
　
　
　
　白
川

　立
真

　

　
　
　
　
　
　
　
　長
束

　博
信

　
　
　
　
　
　
　
　仲
田

　司
朗

　
　
　
　
　
　
　
　荊
尾

　芳
之

取材
メモ
取材
メモ

ゆうき


